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先端研究基盤刷新事業
EPOCH: Empowering Research Platform for Outstanding Creativity & Harmonization

É

研究環境の改善のための総合的な政策の強化
欧米や中国に対して日本の研究環境の不十分さが指摘される要因

É AI (AI for Science)
全国の研究者の研究設備等へのアクセスの確保 計測・分析等の基盤技術の維持

É 7

技術職員やURA等の人材を含めたコアファシリティを戦略的に整備
É

(FA)
先端的な研究設備・機器の整備・共用・高度化を推進

ṕ Ḳ ( ) Ṗ

組織改革（中核となる研究大学等の要件）

研究の創造性と協働を促進し、
新たな時代(Epoch)を切り拓く先導的な研究環境を実現

Å

Å

ÅIoT/ ֧֪֚ԜӻԋԐ/AI

先端的な装置の
開発・導入

持続的な
仕組みの構築

人が集まる
魅力的な場の形成
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～全国の研究者が挑戦できる研究基盤への刷新～

背景・課題

事業内容

7 530
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(参考)第７期科学技術・イノベーション基本計画(抄)（令和８年３月27日 閣議決定）

ệḰ

ṕểṖ

若手を含めた全国の研究者が挑戦できる魅力的な研究環境を実現するため、全国の研究大学等において、地域性や組織の強み・

特色等も踏まえ、研究開発マネジメント人材及び技術職員を含めたコアファシリティ※を戦略的に整備する 研究設備・機器の管理を

個人から組織に転換

SINET

全国の先端研究機器群から生じるデータを集約

競争的研究費における機器購入に際し、所属機関や資金配分機関において重複確認 使途を機器の購入

から利用料金への計上にシフト 競争的研究費で整備した設備・機器を公共財として適切に管理

1,000

産業界や学会、資金配分機関等とも協働し、先端的な研究設備・機器の整備・共用・高度化を推進

機器メーカー等民間企業との共用の場を接続点とした組織的な連携を推進 研究ニーズや革新的なアイディア・技術に基づく新た

な計測・分析技術開発、試作機開発、利用技術開発等を推進

リノベーションなどによる既存施設の最大限の活用や、先端研究設備整備、老朽化が

進む研究施設等の計画的な整備 ṕ Ṗ

ẑ研究組織全体として研究設備・機器を整備・共用・高度化する仕組みを備えた研究基盤 2



科学研究のための基盤の刷新～研究施設・設備、研究資金等の改革～

コアファシリティの戦略的な整備
(持続的に研究基盤を維持・強化)

ú

︣

Â

Â

研究設備等のアクセス確保(若手研究者支援)

産学連携による持続可能な仕組みの構築
(先端的な装置の開発・導入)

競争的研究費改革(研究費の使途変容)

高品質な研究データの創出・活用
(AI for Scienceへの貢献)

機器利用料だけ
ẽ

お金がない…

使えない

使える

現状

設備の
共用化

設備を個々に買う必要がなくなり
実質的な研究費の増額効果

ḵ

データをためる

データをつくる データをつかう
Â

Â ḵ
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研究基盤の刷新に向けて(研究現場の将来像)

現
状

Â 個々に研究設備・機器を整備

重複購入のムダが発生

老朽化し活用できていない機器も存在

共有や標準化等も十分にできていない

将
来

Â 研究者が集まってくる

魅力的な場が形成 重複購入によるムダはゼロに！

研究の質の向上やスピードアップ！

協働や研究データの共有 ḵ
ḵ

実質的な研究費増額！

研究の質と時間の確保！

AI for Scienceに貢献！
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研究基盤の刷新に向けて(日本全体の将来像)～創造性と協働の促進～

1. ARIM( ) 3. 

ṕ וֹףּ ṇ ḭ Ṗ

2. BINDS( ) 4. 

SPring-8/
SACLA

NanoTerasu

J-PARC

③先行する分野ごとの取組との連携（両者の取組で網目のように日本全体をカバー）

①共用システムの見える化
（共用研究設備等、技術専門人材、好事例等）

②AI for Scienceへの貢献
(研究データの管理・利活用)
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EPOCH
ỉ

Ễ 14  研究開発基盤部会(第12期)議論のとりまとめṕ Ṗ
ỉ 10  研究の創造性・効率性の最大化のための先端研究基盤の刷新に向けた今後の方針

      ṕ Ṗ

Ị 19 第３回 先端研究開発基盤強化委員会ṕEPOCH Ṗ
Ị 28 第31回 研究開発基盤部会ṕEPOCH Ṗ

10 Ị  「科学の再興」に関する有識者会議(第３回)
   ṕ Ṍ ṌṖ

10 29  JST/CRDS 科学技術未来戦略ワークショップ
11 18  科学の再興に向けて 提言ṕ Ṗ

11 21  「強い経済」を実現する総合経済対策（閣議決定）
11 28  令和７年度 補正予算案（閣議決定）ṕ12 16 Ṗ
12 18  第４回 先端研究開発基盤強化委員会
12 25  第32回 研究開発基盤部会

Ị
Ễ Ễ  令和７年度 先端研究基盤共用促進事業シンポジウム
Ễ 26  第５回 先端研究開発基盤強化委員会ṕ  EPOCH Ṗ
ễ 27 第７期科学技術・イノベーション基本計画ṕ Ṗ
ễ 30  第33回 研究開発基盤部会ṕ  EPOCH Ṗ

ễ 31  EPOCHの公募開始ṕ Ḳệ 20 Ṗ
Ệ ị  EPOCHの公募説明会ṕ / (JST) Ṗ 6



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～①対象機関～

（１）支援対象

Ẇ 国公私立大学( ( 22 26 ) 2 2
)

1 1

提案大学Ḳコアファシリティ化(組織的な研究設備の導入・更新・活用の仕組み)が進む国公私立大学(国際卓越研究大学を除く。)

連携機関

連携大学Ḳ
  ( )

参画機関Ḳ
  ( )

ẑ (EPOCH)

国公私立大学
( )

国際卓越研究大学 大学共同利用機関 国立研究開発法人 民間企業等

提案大学 〇 × × × ×

連携大学
ẑ

〇 × 〇 × ×

参画機関
ẑ

〇 〇 〇 〇 〇
7



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～②申請要件～

（２）申請要件

ü 組織全体としての共用の推進を行う組織(「統括部局」)の確立
ἲ 

ü 「戦略的設備整備・運用計画」に基づく持続的な設備整備・運用
ἲ ( )

 
 ( ( )
 )

ü 共用化を促進させる研究者や部局へのインセンティブの設計
ἲ
V

V

V

V

ü 競争的研究費の使途の変容促進(設備の重複確認等)
ἲ (FS)
V

( )
V

ü コアファシリティ・ネットワーク形成の主導と成果の検証
ἲ ( )

 

                  8



(参考)研究の創造性・効率性の最大化のための先端研究基盤の刷新に向けた今後の方針
ṕ ỉ ỉ 10 Ṗ

Ṯ ṯ
¸ コアファシリティ化の体制構築や運用の

先進的な取組が実施
¸ 研究設備等の所在や共用の状況等の把握
¸ 技術専門人材の所在や専門性等の状況が一元的に把握 育成制度やキャリアパス構築

¸ 執行部のコミット 共用拠点を形成 ネットワーク形成を主導 成果検証

Ṯ ṯ
¸ ( )
¸ 10 共用研究設備等の整備・運用計画を作成
¸ 最新の研究設備等や技術専門人材を

戦略的・計画的に配置・拡充・高度化
¸

¸ 研究者向けのインセンティブ設計（必須事項）
共用を通じた研究の創造性・効率性の向上に資する先進モデルを創出

ṕ Ṗ
V

V

V

V

ṕ Ṗ
V

V

¸ 機器等の整備から利用料計上等へ競争的研究費の使途の変容を促進・確認 (FS)
ṕFS Ṗ
V

( )
V

V ԉ֪ԅԝ֪֣ԅ֩ Ԋӿ֤Ԅ֖֫Ԑ
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先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～③研究費改革～

10

申
請
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク OK

YES

NO

新規購入ではなく、共用
設備・機器の利用を指示
(利用料、人件費を計上)

研究者

汎用性があり、支障がない
場合、共用化を条件

(共用できない場合も、
運用体制を確認)

NO

YES

ḱ

צּ

ךּ

פּ

YES大学外部資金担当（事務）

第７期科学技術・イノベーション基本計画(抄)
V 競争的研究費の使途を研究機器の購入から利用料金の計上にシフト

V

競争的研究費で整備した設備・機器を公共財として適切に管理 1,000

ü 競争的研究費の使途の変容促進(設備の重複確認等)

ἲ (FS)
V

( )
V

ẑ 研究者向けのインセンティブ設計が必須
ẑ 負担軽減に配慮

EPOCH



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～④研究データ～

11

第７期科学技術・イノベーション基本計画(抄)
V AI 高品質かつ大量のデータを継続的に生み出し活用できる研究シス
テムの構築 /

V コアファシリティ※ 先端的な研究設備・機器の整備・共用・高度化を推進
( )

ẑ 研究組織全体として研究設備・機器を整備・共用・高度化する仕組みを備えた研究基盤

AI for Science
( /
ARIM )

PC

PC
PC

従来

目指す姿 PC

つくる

(MaiML )

NII

ためる

ARIM

つかう



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～④研究データ～

12

ṕ ễ Ệ27
Ṗ FAIR 研究データの管理・利活用を推進

AI (AI for Science)
( ) ( )

SINET NII RDC(NII 
Research Data Cloud) (HPCI mdx) Ṅ

高品質な研究データを創出・活用するため、共有を見据えて利活用しやすい形式で
研究データを蓄積

学術情報ネットワーク(SINET)

( ) 学術機関における横断的な認証機構(学術認証フェデレーション)

国内の共用計算資源(HPCI等)

NII RDC(GakuNin RDM)

NII RDCとの連携 先行事例(ARIM等)の活用 分析データ共通フォーマット規格(MaiML: Measurement Analysis 
Instrument Markup Language)の適用 RDF化

機関リポジトリ、NII RDC、NBDCなどに登録

マテリアル研究用とJSTが指定した研究設備・機器から得ら
れるデータ ARIM RDE ( ARIM RDE

) AI for Science推進委員会
大規模集積研究システム形成先導プログラム 日本全体で高品質な研究データ

の創出・活用につながる取組を推進



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～④研究データ～

13

オープンサイエンスの促進について

JST 2025 11 GRANTS Dataṕhttps://grantsdata.jst.go.jp Ṗ

ライフサイエンス分野のデータ公開について
ṕ Ṗ ṕ6 7 31 Ṗ

No. ṇ URL

1 ︡ ṇ ṇ Integbio ṇ ṇ https : //catalog .integbio .jp/dbcatalog/

2 ︡ ṇ ṇ ṇ ṇ ṇ ṇ https : //dbarchive .biosciencedbc .jp/

3 ḭ ךּ ṇ NBDC ṇ ṇ https : //humandbs .dbcls .jp/

RDF
MaiML
ARIM RDE

PC

つくる

ARIM

つかう

NII RDC
NBDC
ARIM RDE

NII

ためる

https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://catalog.integbio.jp/dbcatalog/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://dbarchive.biosciencedbc.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/
https://humandbs.dbcls.jp/


(参考)「EPOCHで新たに整備した研究設備・機器」により取得した「マテリアル関連データ」の取扱い

ẑ ARIM
ARIM ṕARIM Ṗ

ARIM ṕ Ṗ

ü ARIM ARIM ARIM

ARIM参画機関

ARIM
Email: arim -unei - jimu@nims.go.jp, Tel: 029 -859 -2777

ARIM DB

ARIM-RDE

ARIM
β

CASE

ể

CASE

Ễ

CASE

4

CASE

5

Yes

No
ṕ DB Ṗ

Yes

No
ṕ Ṗ

ṕEPOCH ARIM
ARIM

Ṗ

ARIM  ARIM-RDE

Yes

No

ARIM-RDE
Yes

CASE

3

No
ARIM  ARIM-RDE

ẑCASE2

ARIM ARIM-RDE
ARIM

ARIM ARIM-RDE

ẑCASE4
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(参考)「EPOCHで新たに整備した研究設備・機器」により取得した「マテリアル関連データ」の取扱い

ARIM非参画機関

ṕARIM)
ṕhttps://www.nims.go.jp/arim/data/ebi1cc0000000088 -att/yakkan_2.pdf Ṗ ARIM

ARIM-RDE
ARIỘ Ễ.1  (4) ṕ Ṗ

ARIM-RDE ARIM
https://www.nims.go.jp/arim/data/data.html ARIM-RDE ARIM

ṕarim -unei - jimu@nims.go.jp 029 -859 -2777Ṗ

ARIM ARIM-RDE 15



ṕ Ṗ

先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～⑤先端機器開発～

16

第７期科学技術・イノベーション基本計画(抄)
V 産業界や学会、資金
配分機関等とも協働 先端的な研究設備・機器の整備・共用・高度化を推進

V 機器メーカー等民間企業との共用の場を接続点とした組織的な連携を推進

͡

ṕ Ṗ
Ṋ

機器の
整備

機器の
高度化

人材育成人材育成

先端的な装置の開発・導入 人が集まる魅力的な場の形成

施設の活用例

Å

Å
1F

Å

Å

2F



ṕ Ṗ ︡

/
֒ԃԐ֪/ ԏԃԐ֪

͡ /

( )

͡ / ẓ͡ / ( )

ԐԓԃԝԄԂ֘֫

Ԅԃ֤ԃԄԓ֪֘֫ԓԃ
/

:͠ ḱ ḭ
ḭ

ḭ ԐԝԂԋ

URA

͡

Ԅԃ֤ԃԄԓ֪֘֫ԓԃ

: ԐԊ
֥ ḭ͠
ḱ ḭ

/
( )

/
( )

( )

͡

͡ ḱ
ẓ /

͂ / ẓ
ẓ /

Ԅԋԓԃ
ẓ
/

AI ︡ /
/

ṇ /

ԍ֩Ԏ֥Ԝԃԏԁ֩

ẓ
/

/

ԍԃԜ֪ӻ֔ԃԓԃ

ԍԃԜ֪ӻ֔ԃԓԃ

ṇ
Disruptive Innovation

ṇ
Sustaining Innovation

֡ԃԎ֪ԃּצ
(

צּ֕֟
)

Ẍ Ẍ

Ẍ Ẍ

Ԅԃ֤ԃԄԓ֪֘֫ԓԃ/

֡ԃԎ֪ԃ(֧֘֫ԝԓԅ

֘֫֘ӻԃԝ֪֖֪Ԃԋ)

( )

͠ /

֡ԃԎ֪ԃ

Ԝ֪Ԏ֪ԅ֑ԃ(

ḭוֹ
֧֘֫ԝԓԅ֘)֫
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先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～⑥一体的な推進～

18

文科省科学技術・学術政策局
参事官(研究環境担当)

科学技術・学術審議会
研究開発基盤部会

・・・・

制度・運営方針

先端研究基盤刷新事業(EPOCH)運営委員会(JST)
／EPOCHにおける施設整備に関する審査委員会(MEXT)

報告

審査・選定・運営管理等

報告

助言

先端研究開発基盤強化委員会

採択大学A
統括部局

採択大学B
統括部局

ẑ

（３）施設整備と基金事業の一体的な推進

Ẇ (EPOCH) 文部科学省が公募する施設整備とJSTの基金事業を一体的に推進

ẆJST 先端研究基盤刷新事業(EPOCH)運営委員会 施設整備に関する審査委員会

EPOCH

Ẇ 審議会において俯瞰的な議論



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～申請書類～

（４）申請書類

１．研究基盤の刷新に向けたビジョン
ẑ  

ễ
ẑ  
ẑ  

２．コアファシリティ化(組織的な研究設備の導入・更新・活用の仕組み)の実績
ẑ (

)
( )

( )

ẑ

3．先導的な研究環境の実現に向けた取組（プロジェクト構想）
ẑ

(Epoch)
3

ẑ

19



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～申請書類～

（４）申請書類

４．共用研究設備等の整備・運用計画（プロジェクト実施計画）
ẑ 10

ẑ 

５．資金計画（プロジェクト予算計画）
ẑ

ể
ể

(
)

ẑ

６．実施体制
ỈṨể.
ẑ
ỈṨỄ. 
ỈṨễ. ṕ Ṗ

20



（４）申請書類

７．「整備する施設の内容」

2.(5)

先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～申請書類～

21



先端研究基盤刷新事業(EPOCH)の公募・選定に向けて～審査の観点～

22

項目 審査の観点

全般

V

V

V

V

技術職員やURA等
の人材を含めた

コアファシリティの整備

V

V ṕ Ṗ

V

V

V

V

V

研究の創造性と
協働を促進し、
新たな時代
(Epoch)を

切り拓く先導的な
研究環境の実現

V

ể (
)

V

V

（５）審査の観点



(参考)先端研究基盤共用促進事業等における取組事例

１．研究設備・機器の全学的な管理体制の構築

２．利用者の要望を基にした共用設備更新計画の策定

３．汎用機器・技術職員の整備による若手独立PIの速やかな研究開始
Ṅ Ṅ

PI

４．共用化指標を用いた戦略的設備整備・運用計画の作成・運用

５．研究設備・機器の横断検索・利用予約システムの整備

６．技術職員を主体としたボトムアップ型研究基盤マネジメント

Ṅ

23
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松本洋平文部科学大臣の閣議後記者会見(抄)（令和８年３月31日）

25

EPOCH

7
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科学の再興に向けて 提言 ー「科学の再興」に関する有識者会議ー

27



科学の再興に向けて 提言 ー「科学の再興」に関する有識者会議ー

28



連
携

共用システムを推進する背景

共用システムの構成にあたってのポイント（戦略的経営実現のための共用マインドセット改革、研究設備・機器を最大限活用・促進する共用システム改革、設備整備運用改革）

（参考）研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン
～すべての研究者がいつでもアクセスできる共用システムの構築を目指して～

¸我が国の研究力強化のためには「人材」「資金」「環境」の三位一体改革が重要。研究設備・機器の「共用」の推進は、「環境」に係る重要施策として位置

¸各機関による幅広い共用の推進は、研究者に、より自由な研究環境を提供。各経営戦略に基づく研究設備・機器の共用を含めた計画的マネジメントが重要

¸研究・事務等の現場による共用の推進及び経営層による共用を通じた経営戦略の実現を図るため、各機関の参照手引きとして、国がガイドラインを策定

現

状

¸

Å2021年度までに、国が研究設備・機器の共用化のためのガイドライン等を策定する。

Å 2022

第6期科学技術・イノベーション基本計画

Å

Å

Å

共用の範囲・共用化のプロセス

Å

Ḳ

Ḳ

共用の対象とする設備・機器の選定 具体的な運用方法

基本的な考え方

経営戦略における明確化
¸

「チーム共用」の推進
¸ URA

ṕ Ṗ

「戦略的設備整備・運用計画」の策定
¸

共用システムの実装に関連する事項

財務の観点
¸

¸

¸

人材の観点
¸

¸

共用の経営戦略への位置づけ
¸

共用システムの構成・運営体制

「統括部局」の確立
¸

¸

Å

ṕ

Ṗ

限りある資源の効果的な活用

Å

ṕ Ṗ

外部連携の発展（共同研究、産学・地域連携）

Å

効率的な管理・運用（時間・技術・資金のメリット）
共用システムを
導入する

機関としての
意義とメリット

¸

方

向

¸ 経営資源として果
たす機能を再認識 新しい整備・
運用計画の策定 経営戦略と明確に
結び 研究
マネジメントの最適化を実現 研究力を強化

概要

29



Å ḱ ṕ Ṗ ḭ ḭ ḭ צּ ︡ ︡ḭ
טּ ︡ שּךּ Ḯ

Å צּ לּ ḭשּ ︡ ḭךּ צּ קּ לּ ︣ כֿ ḭ
צּ אל כֿ Ḯ

Å ḭ ︡ ḭנּ ḱ ︡ḭ ךּ כֿשּךּ צּ Ḯ

צּ ︡ḭ

צּ ︣ כֿ ḭ צּ

ḱ ḱ ḱ
ḭ ︣ ḭ

Ḯ

ךּףּ צּ Ḯלּ

︣
ṕ ỉ Ỉ ḱ Ṗ

︣
ṕ Ị ễ ḱ Ṗ

対象 ︣ ךּ ḱ ︡ḭ
ḭ ḭ

ḱ ḭ
Ḯ

対象

ḭצּשּ
Ḯ

課題と期待
צּ לּ לּךּ

Ḯ

︣ ︡ Ḯ ḱ ḱ
︡ḭ

כֿלּ נּ Ḯ

課題と期待

Å ḭ
︡ḭ ṕ Ḳ

ṖḮ
Å צּ וֹ Ḯשּךּ

וֹףּ לּךּ Ḯ

Å ḭ ḭ ḭ ḭURA ḭ צּ ︡ ḭ ︡ ḱ
ḱ ṕṡ ṇ ṢṖḮ

Å נּ ḭ ḭ כֿ צּ Ḯ

人事制度の構築・育成・財源確保

Å ︢ ︣ ḭ ︡ ṕ Ṗḭ שּ Ḯ
Å ︡ ṇ קּ ḭלּ קּ ḭלּ ︣ Ḯ
Å וֹ ḭ ḭפּ ḭּט ︡ צּ ḭ Ḯ

︣
Ễ

ẑ ḭ ḭ ︣ Ḯ

︣

ḱ וֹ ṕ Ệ ễ וֹףּ ḱ ︣ Ṗ共用
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︣ ṕ Ṗ

目的 Å וֹ ḭ צּ Ṅ
ךּ צּ ︡ḭ טּ כֿלּ צּ טּ Ḯ
Å ḭ שּ ךּףּ ḱ

טּ Ḯ
Åֿכ כֿ ḭנּ ḱ ṕ Ṗ ךּףּ ḭ

צּ קּ ḭלּ צּ ︡
︣ ︣ Ḯ

対象

Å ︣
Å ḭ ︡

︣
︣

︣ ךּ

第1章 研究開発マネジメント人材とは

︣ ךּ ḱ ︡ḭ ḭ
ḭ ḱ ḭ

第２章 研究大学等への期待、組織づくり

Å ︣
צּ כֿלּ ḭ צּ קּ לּ כֿ Ḯ

Å צּ לּ ︡ ︣ כֿ ḭ
Ṅ בֿ כֿ

Å ḭ ḭ לּ ︡ ḭנּ ḱ
︣ כֿ

(1)研究大学等への期待

(2)ビジョンを実現させるための組織作り

ḭ ḭ
ḭ ḭ צּ ︣

︡פּ ︣ צּ

︣
︣ ḭ

︣ כֿ ḭצּ

第３章 研究開発マネジメント人材に期待される業務と役割

(1)期待される業務

ḱ

(2)プロジェクト実施における研究開発マネジメント人材の位置づけと役割

קּ לּ ḭ
צּ כֿלּ ḭ ︡ḭ ךּ

כֿ︣ צּ

第４章 人事制度の構築

(1)職階の設定、研究開発マネジメント人材の機関における位置づけ

צּ ︣ ḭ צּ טּ
ḭ ︣ ḭ ︡ וֹ כֿ צּ

ḭ ḭ

(2)研究開発マネジメント人材の確保

︡
ṇ ךּ ṇ

צּ טּ ḭ ḱ ︣ כֿ
צּ

ḭ ḭ ḭ פּ ︣

(3)機関内キャリアパスの構築

(4)業績評価の在り方

︣

(5)学内表彰制度

第５章 安定的な組織運営

(1)雇用の在り方

︣

(2)円滑な運営体制の確保

︡ אל כֿ ḭ
︣ כֿ ḭ

︣ כֿ צּ פּ Ḯ

Å

וֹףּ ḱ ḭ
PI ︡

Å

Å ףּ
וֹ

(3)知識やスキルをアップデートするための研修や認定の効果的な活用

ÅJST ḭנּ
ÅURA 31



︣ ṕ Ṗ

Å צּ ṇ ḭ צּ ︡ḭ
︡ וֹ כֿ צּ Ḯ

Å ḭ צּ ︣ ︡ ḭ צּ
וֹ כֿשּךּ צּ Ḯ

Å ḭצּ אל ḭ ︣
ḭ ︣ Ḯ

Å ︣
Å ḭ ︡

︣
︣

︣ ךּ

ể ṇ ṇ

Å צּ אל ḭ צּ Ḯ
Å ḭ ḱ ḭ ḭ

︡ צּ Ḯ
Åֿכ טּ ḭ ︡ Ḯ

Ễ ḱ

(1)技術職員に求められる

(2)

טּ
Å צּ ︡ḭ ḱ

︡ Ḯ
Å ︡ כֿשּ צּ Ḯ

Å ︡ ḭ צּ Ḯ
Å פּ ḭ צּ כֿ︣ צּ Ḯ

ệ וֹ

ễ 人事制度の構築

(1)

(2) שּ

Å ךּ ￼ḭ ḭ
פּ לּ Ḯ

(3)

Å ︡ צּ Ḯ
Å ︣ צּ Ḯ

( 4Ṗ

Ệ ︡

(1) וֹףּ

Å ṇ כֿ צּ Ḯ

(2) ṕ ṇ Ṗ ḱ

(3) פּפּ

Å ḱ AI for Science ּצ Ḯ
Åֿכ צּ קּ ḭ אל

צּ שּ Ḯ

︡פּ

(3)

ṇ
Å ︡ שּךּ ḭ ︡ḭ

ṇ ︣ כֿ צּ Ḯ

Å ṇ ︣ ḭ
︡ḭ בֿ Ḯ

︢ טּ
Å ḭ אל ḭ ḭ

︡ צּ Ḯ ṇ ︢
︣ כֿ ḭ ḱ צּ Ḯ

ṇ
Å ￼ḭ ︢ צּ Ḯ
Å Ṗ ḭ ḭ

TC ṕ Ṗ וֹףּ
וֹףּ

Å צּ ︣ ḱ ︣ ︡ḭ
︣ כֿ וֹףּ Ḯ

Ṯ וֹ ṯ
וֹףּ ḱ ḭPI

︡

וֹףּ

︢
Å ḭ ḭ ḭ ךּ
ṇ ṇּצḭ ︡ צּ קּ ︡
︣ כֿ ḭצּ Ḯ

32



技術職員の業務・キャリアパスのイメージ

系統

Å ḭ ḭ
ṕ Ṋ
Ṗ

Å

ṕ
Ṗ

Å קּ לּ

ṕ
Ṗ

Å ḱ ḱ

Å

Å ḱ ḱ
ḱ

Å ḱ ḱ ḱ
Å ṇ ḱ ḭ ḭ
Å ộỘờ ךּ ḱ
Å ︣ ḱ ḱ ṇ
Å וֹףּ ḱ

Å ṇ ︡
ḱ

Å

ṕ Ṗ

ẑ ṇ

ṕ Ṗ

ṕ ḱ
Ṗ

Å טּ
Å ṕ ṇ

ךּ ḱ Ṗ
Å ḱ ḱ

Å

Å ṇ
Å ṇ

ṕ ṇ
Ṗ

Å Ṋ ḱ
Å Ṋ

ṕ Ṗ

AI for Science

TC

ṇ ṇ

TC

ḱ

Å ךּ ︡ ḭ
︡

Ṋ Ṋ
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5
Ḳ

https://www.jcore2023.jp/wp -content/uploads/2026/01/20260127_future_ver2.pdf 34

https://www.jcore2023.jp/wp-content/uploads/2026/01/20260127_future_ver2.pdf
https://www.jcore2023.jp/wp-content/uploads/2026/01/20260127_future_ver2.pdf
https://www.jcore2023.jp/wp-content/uploads/2026/01/20260127_future_ver2.pdf


(参考)研究設備・機器の共用化率と活用度の状況
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研究基盤の刷新に向けて(イメージ)
身一つでアイデアを形にできる魅力的な研究環境を実現！！

Â 研究者の誰もが、設備やデータ等を自由に共用

Â 魅力的な場が形成

Â 研究費がより効率的・効果的に活用

ṕWin -Win Ṗ

研究環境 研究人材

研究資金

EPOCH

研究大学等

36



37

研究開発基盤部会(第12期)議論のとりまとめ 【概要】 ỉ Ễ 14

Â あらゆる科学技術イノベーション活動の原動力となるインフラ 計測・分析等の基盤技術の進歩は、最先端の研究開発の進展と表裏一体
Â 先端研究設備等の整備、利活用（成果・研究
ニーズの創出）、高度化・開発が循環 研究開発と先端研究設備等の高度化・開発が両輪

１.各機関のコアファシリティ化※を強化する仕組みの構築 ẑ Ḳ

２.研究基盤エコシステムの形成

共
用
（
利
活
用
）

研究成果・研究ニーズの創出に向けた取組ネットワークの構築

高
度
化
・
開
発

現状・課題

コアファシリティ化
Å

Å

国内有数設備等のプラットフォーム形成
Å

Å

共用現場の継続的な共通課題
Å

情報の分散
Å

Å

研究設備等の海外依存、開発・導入の遅れ
Å

Å

計測データの利活用
Å

Ṯ ṯ
Ṯ ṯ

ẑ

共用システムに係る情報（共用研究設備等、技術専門人材、好事例等）を一元的に集約し、見える化

①情報収集、調査分析 ṏ
②各機関への助言・コンサルテーション ṏ

③情報集約サイトの構築・運営 ṏ

Ṯ ṯ

令和８年度以降５年程度で取り組むべき施策の方向性

Ṯ ṯ

Å

Å

ẑ

整
備

Å

Å

Ḳ
/

/

Ṯ ṯ

Ṯ ṯ

見
え
る
化

Ṯ ṯ

Ṯ ṯ

Ḳ
/ /DX

Ḳ /
/

組織・分野を問わず産学官の意欲ある全ての研究者が、
必要な先端研究設備等にアクセスでき、効果的・効率的に研究開発を進められる環境を整備

Ḳ /
/

/ /

ṕ Ṗ
Å

Å

Å ṕ20Ṍ30 Ṗ Å ṕ Ṗ
Å

Å ṕ Ṗ

Å

Å

Å ( )
Å

Å

Å

Å
ÅIoT AI

Å

Å
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AI時代にふさわしい科学研究の革新
～研究推進システムの転換による研究の創造性・効率性の最大化～

Å ṕJ-PEAKSṖ 研究

大学に対する、組織全体としての機能強化策

Å 意欲・能力ある研究者個人
ṕ Ṗ

現状認識（第6期の振り返り）

ポストSociety5.0時代における

研究活動の
大規模化、加速化、DX化

Å ú
「研究環境」を高効率化 創造性・効率性を最大化

Å 研究インフラ（設備、データ等） 分業体制（事務スタッフ、専門人材の
配置等） 資金マネジメント（費用負担やインセンティブ設計等）の在り方
研究資金改革と一体的に行うことが不可欠

～研究設備の共用・集約化、自動/自律化、遠隔化、デジタル化、サービス化による
研究のスピードアップが世界の潮流～

今後の展開（第7期への提案）

高効率な研究環境ṕ ṧ ṧ ṧ

Ṗの実現 研究資金改革 研究パフォーマンスを最大化
38



AI時代にふさわしい科学研究の革新
～研究推進システムの転換による研究の創造性・効率性の最大化～

Å 研究設備・機器の共用・集約化、自動/自律化、遠隔化、デジタル化、サービス化 研究の生産性の向上 研究データ基盤
を含む情報基盤が支えるデータ科学やAIを活用 研究の高度化

Å 共用機器を利用することのインセンティブ設計が欠如
組織的な集約化・共用や老朽化への対応を進めることが困難

Å 国際競争に不利
Å データの体系的な蓄積が課題
Å 大学の財務・人事・経営改革にも資する取り組み

現状認識＆課題

施策概要（案）

研究設備・機器の共用（複数共用拠点の全国ネットワーク化）

全ての研究者のアクセスの確保が必要
Å 共用研究設備等の戦略的な整備・運用
Å 技術専門人材の配置・活躍促進
Å自動化・遠隔化の導入
⇒ 研究者の創造性を最大限に発揮

研究設備等の高度化
Å 研究設備等の高度化・開発
Å 研究
現場への実装

⇒ 世界を先導する先端研究機器の開発と国際競争力を確保

研究データ基盤の強化
DX AI AI for Science

AI

①研究設備・機器 活用の最大化 ②資金活用の最大化

③研究効率の最大化

④データ活用の最大化

全体最適による
日本の研究力の
飛躍的向上

競争的研究費改革

大規模集積研究基盤の整備

Ṅ
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AI時代にふさわしい科学研究の革新（イメージ図）（案）

大学共同利用機関研究大学等（複数共用拠点の全国ネットワーク化）

研究設備・機器の共用

V

V

大規模集積研究基盤の整備

研究設備等の高度化

V V

NanoTerasu

SPring-8/
SACLA

J-PARC

競争的研究費の改革を

スタートアップ民間企業 海外研究者公的研究機関他大学の研究者
（若手）

V

V

V

共同利用・
共同研究拠点

流通
保存・管理

活用

V

V

V

情報基盤

スーパーコンピュータ
「富岳」

AI時代への対応による日本の研究力の飛躍的向上
データを活用したAI for Scienceの加速
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研究の創造性・効率性の最大化のための先端研究基盤に係る課題と対応策（案）

Â研究設備等はあらゆる科学技術イノベーション活動を支えるインフラ 計測・分析等の基盤技術の進歩は、最先端の研究開発の進展と表裏一体

Â 研究設備・機器の共用・集約化、自動/自律化、遠隔化、デジタル化、サービス化 研究の生産性の向上 研究データ基盤を含む情報基盤が支
えるデータ科学やAIを活用

Â基盤技術の開発力を戦略的に維持 経済安全保障上、極めて重要 所属によらず全ての
研究者の研究設備等へのアクセスを確保することが重要

Â 国際競争に不利

Â研究力・研究生産性の強化 共用化とシステム改革を進めることで、高度かつ高効率な研究環境を構築 新たな計測・分析、自
動化・リモート等の技術の開発や、開発した設備・機器の汎用化（利用技術開発・普及）、データの促進が必要

共用拠点・ネットワークの構築機器開発の研究費を創設 見える化

V Ṍ
V

V

V

V

V

V

V

技術専門人材の育成
V

( )

①＋②開発の強化 ②＋③共用設備等の利用環境の強化 ③＋④コアファシリティの強化

基盤技術の開
発促進、研究の裾野拡大が不十分。

産学の
専門人材層が薄く

技術職員等を確保・育成する仕
組みの不備 設備等の老朽化 共用化
のインセンティブ設計の欠如 計測デー
タの利活用の仕組みの未整備

成果創出 汎用化
環境、人材、仕組みが圧倒的に不足

情報の分散

Å産学連携

要素技術の開発や試作機の導入、
利用技術開発

Å 技術者等の産
学の高度専門人材を育成

Å 共用システムに係る情報
ṕ

Ṗ

集約

Å技術専門人材 連
携した効率的・効果的な育成

キャ
リアパス形成・処遇改善

Å共用の場を強化

一体的に実施

Å計測データ

Å

計画的な更新
学外利用を含めた共用体制を整備

Å 技術専門人材の配置

Å

研究費の使途の変容(

Ṗ 民
間と連携したシステム構築 共用を
通じたシステム改革

先導事例の創出

Å 効果を
検証
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(参考)日本学術会議の提案(特に大学等における研究環境改善の視点から)

Ṩ Ṩ
ṕ 4 (2022 )8 ệ Ṗ

（依頼） （回答）
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(参考)日本学術会議における提言

2040 10
ṕ ệ (2023 )9 28 Ṗ

ỉ
ṕ Ỉ (2024 )11 28 Ṗ 43



(参考)日本経済団体連合会における提言

Re: Genesis ² 
Ṍ
ṕ2025 4 15 Ṗ
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45

問題説明

(参考)若手研究者の研究環境問題

問題説明
Â Ṅ

Â Ṅ

若手を取り巻く研究環境

Â 相互不干渉の競合小型研究集合体 研究がしにくい研究環境

現在

【相互不干渉・競合小型研究集合体】

研究室

問題点

1.競合・競争相手に囲まれている

2.授業や教育などの業務

3.多忙

/ /

Ṅ

4.研究機器へのアクセスが不十分

5.技術を蓄えられない

6.意欲低下

理想

【階層的利害共有研究教育組織】

(100Ṍ150 )

解決
方法

階層的に利害を共有した組織への再編成を行う
利害共有が図られた比較的大きい集団

ṕ Ḳ100Ṍ150 Ṗ

見込まれる
成果

① 多数の仲間や人の輪

多忙が解消

④ 十分な機器へのアクセス 技術へのアクセス

意欲が向上

PI 特定のPIの支配下に置かれることを免れる

【参考】

かつての望ましい研究環境

1.

2.

3.

4. ( )

5.

6.

45ṕ Ṗ ( )
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